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で あ る．次 に 直交配列表を用い
， 着色原 因の検討 を行

な つ た．条 件 と して検討 した 浸漬時間，温度，米 の 精

白度 ， 水切時間 ， 温度 ， 水の 種類 の うち水切 ， 温度 ，

時間が 最大 の要 因 で あ る こ とが わ か つ た。即 ち米 に 由

来 す る Pseudenu）nas が水切後高温に 長時間 た もた れ る

と増殖 し蒸米 の 着色 の 一因 とな る こ とがわ か つ た ．

4．酒 造 と麹 の 水分 と の 関係

若林酒造　若 林謙太郎

　目的　　従来 か ら麹室の 乾湿差 とが，麹が硬 い 軟か

い とか 云 つ て 重要視 されて い る けれ ど も余 り試験 され

て い な い と思われ る 麹の 水分 と清酒 醪の 成分及 び製成

歩合 との 関係に つ い て ， 昭和34酒造 年度に 於 て試験 し

た所興味あ る知見を得 たの で 報告す る．

　方法 　　ω 　麹の 水分 ：出麹時 の 麹 を 粉砕 し Kett

赤外線含水率計 を 用い て 測定した ．

　（2｝ 麹 の 培養的成分 ： 出麹時の 麹 10g を蒸溜水 50ml

を入れた 100ml容三 角 フ ラ ス コ に 投入 し，27〜 29℃ に

て 12時 聞 培 養後其の 濾液の ボ ーメ ， 還元糖 ・総酸 ・ア

ミ ノ 酸 を 測定 して 麹の 培養的成分 と した、

　（3） 酒造方法 ： 7〜10日間枯 レた 速醸翫を使用 した

同
一

仕込 配 合の 清酒 醪 21本 を対象 と し， 出来 る 丈同様

な品温経過を辿 らして留後22日 目 （ア ル 添時） の 成分

を 以 て 醪の 成分 と した，製麹条件 と して 麹米は 70％精

米歩合の 好適 米 を使用 し，種麹は 右当 り20匁の 割合 で

使用 し ， 在室時間は40〜42時間で 最高温度 は 40℃ で あ

る．

　結 果　　（1） 浸ra　・水切 ・製麹中 の 水分変化を験べ

た．

　   　麹の 水分 と麹 の 培養的総酸 との 問に は 正 の 相関

関係が 認 め られ た． r ； O．401轍

（n ＝48）

　｛3） 麹 の水分 と醪 の 原 エ キ ス との 間に は 負の 相関関

係が 認 め られ た ． r ＝　O．482ee（n ・・2i）

5．液体麹 の酵素バ ラ ン ス お よ びその 清酒醸

　 造 へ の 応 用 （第 1報）

阪大醗酵　三 吉　和重 ，照井　堯造

　昌的　　私共 は 清酒醸造 に お い て 米麹に 代 る液体麹

法の 実用化 に 必要 な基礎的知 見 を得 る事 を 目的 と し，

関連す る多 くの 問題の 中か ら， 選択菌株に よ る液体麹

中各種酵素活性 の バ ラ ン ス の 問 題 を 拾 い 上 げ て検討 し

た ．

　方法　　液体麹製造 は ，
30℃ で 搬磁培 養 お よび Jar

fermentorに よつ た．培地組成 と して は ， 米粉 ， 米糠

（脱脂糠 〉 抽出液を 主原料 と し他 に 無機塩 を 添 加 し

た．米粉 は 仕込み 前精製細菌 ア ミ ラ
ーゼ に よつ て 粘度

を低下 して 使用 し， 高濃度仕込 み を可 能 に した．液体

麹中の 水解酵素と くに α
一
ア ミラ

ーゼ，S一ア ミ ラ
ーゼ ，

プ ロ テ ア ーゼ （pH 　3 お よび 7の 活性 〉 の バ ラ ン ス に

着 目した．力価測定は 当研究室 に よ り既報 されて い る

常法に よつ た．

　結果　　清酒醸 造 用 と して の 液体麹製造 に 適 し た 菌

種 の 選択を行 い ， 酵素力価 ， 酵素 バ ラ ン ス
， 培養液の

官能的試験 の 結果などか ら AsP・orPtuae の 1株 （NQ ．

14） を選 択 した．こ の 菌種を使用 して 酵素の バ ラ ン ス

を酒造 用米麹の それ に 接近 せ しめ る よ うな培養条件を

検討 し ， pH が 極め て 大 きな バ ラ ン ス 影響因子 で あ り

この影響は プ ロ テ ア
ーゼ 組成 に か ん して は特 に著しい

こ とを知 つ た，培地組成を種 々 変化 して種 々 の pH 経

過 を与 え，酵素 バ ラ ン ス を 調べ た 結果，培 地 組成 と し

て 米粉 4 〜6 ％ ，脱脂糠 2 〜4 ％ 　NaNOs 　 O・3％ ，

KH2PO
，
　 O．2％ が 好結果 を与え た．初発 pH5 ・7 が

48時間に 4．8．に 低下 し ，
S一ア ミ ラ

ーゼ 12・3！m1 ，プ ロ

テ ア
ーゼ （dE ，　pH3 ）O・64！m1 の 培養濾液 を 得た が そ

の 10〜20m1 が ， これ ら酵素 に か ん して米 tw　19 に 相

当 す るけ れ ど も，α
一
ア ミ ラーゼ

， pH 　7 プ ロ テ ァ ーゼ

活性が 普通 米麹よ りか な り高い ，

　 6．酵母 の 耐 ア ル コ ール 的増殖 醗酵因子

　　　　　阪大 醸 酵 　中西　　透 ，照 井　尭造

　　　　　　　　　　灘井　幸明 ， 大谷雄
一郎

　目的　　清酒 醸造 に お い て酵母 の 増殖醗酵 の過程に

よ り異常 な高濃度 の ア ル コ
ール 蓄積を行な い 得 る こ と

に つ い て は，そ の 要因に か ん し二 ，三 の 報告 が 行 な わ

れ 有効 な既 知発育因子の い くつ か が 挙げ られ て い る け

れ ど も， 実 際 に ，こ れ 等 を配 合 した 合成培地 に お い て

既知条件を適用 して 濤酒醪 で達成 し得 る 高ア ル コ ール

濃度を， 少量接種か ら出発して （既成菌体 の 多量添加

に よ らな い で ） 達 成 させ た 報告を み な い ．こ の 研究は

報告 され t：Ut知因子以外 に ， 存在 が 推察 され る他 の 有

効 因 子 （単 に 耐 ア ル コ ール 因子 と呼 ぶ ） の 追求 を行 な

つ た もの で あ る，

　方 法　　こ の 研究 は数 年 間 を 費 して お り，方法 は変

化 して 来 て い るが ， 酵母発育に 対す る既知因子を種 々

な レ ベ ル で 含有す る グ ル コ
ー

ス 培地 に 微量接種 して

（時に あ る 程度 ア ル コ ール を 加 え 1 比較的低温 で 静過

培養 し補糖 を続けて，糖 分 が極度 に 低下す る こ とに よ
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